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(57)【要約】　      （修正有）【課題】積重した箱を左 
右から挟持する際の操作性に優れ,楽に作業ができ、軽 
量である運搬具を提供する。
【解決手段】箱の上側押え材になる枠体１は、箱の横幅 
に対応する横方向長さを有し、内側に一対の支持材１Ｄ 
、１Ｄが離間して前後方向に架設してある。枠体１の前 
後幅の中間に位置して支持材１Ｄ、１Ｄ間に支持軸２が 
横架してある。支持軸２の両端側に左右一対の持ち手３ 
が回動可能に立設してある。枠体１の横幅方向両端に回 
動支持体４が回動可能に設けてある。各回動支持体４に 
基端側が軸支されて上下動及び前後方向の回動が可能で 
、先端側の指掛け部７Cは持ち手３より横幅方向内側に 
位置する可動操作体７が設けてある。回動支持体４に上 
端側が支持され、枠体１の下方に伸長する下端が内側に 
屈曲した係合部１１になった可動挟持体９が設けてある 
。
【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
運 搬 対 象 で あ る 箱 の 横 幅 に 対 応 す る 横 方 向 長 さ を 有 し 、 最 上 段 に 位 置 す る 箱 の 上 側 押 え 材  
に な る 四 角 形 の 枠 体 と 、 該 枠 体 の 前 後 幅 の 中 間 に 位 置 し て 枠 体 の 横 幅 方 向 に 横 架 し た 支 持  
軸 と 、 該 支 持 軸 の 両 端 側 で 肩 幅 に 見 合 っ た 位 置 に 立 設 し 、 前 記 枠 体 の 前 後 方 向 に 回 動 可 能  
な 左 右 一 対 の 持 ち 手 と 、 前 記 枠 体 の 横 幅 方 向 両 端 に 回 動 可 能 に 設 け た 左 右 一 対 の 回 動 支 持  
体 と 、 該 各 回 動 支 持 体 に 基 端 側 が 軸 支 さ れ 、 前 記 持 ち 手 よ り 横 幅 方 向 内 側 に 位 置 さ せ て あ  
る 指 掛 け 部 は 上 下 方 向 及 び 前 後 方 向 の 回 動 が 可 能 な 可 動 操 作 体 と 、 支 持 材 が 前 記 回 動 支 持  
体 に 上 下 方 向 に 高 さ 調 整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 枠 体 の 下 方 に 伸 長 す る 該 支 持 材 の 下 端 が 内  
向 き の 係 合 部 に な っ た 可 動 挟 持 体 と か ら 構 成 し て な る 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 左 右 一 対 の 持 ち 手 と 前 記 可 動 操 作 体 は 、 前 後 方 向 の 回 動 操 作 が 一 体 に 可 能 で あ る こ と  
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 可 動 操 作 体 を 構 成 す る 腕 材 は 、 前 記 指 掛 け 部 の 引 き 揚 げ 時 に 前 記 持 ち 手 の 握 り 部 に 当  
接 す る 構 成 に し て あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 可 動 挟 持 体 は 、 前 記 可 動 操 作 体 の 上 下 方 向 の 回 動 に 連 動 し て 横 方 向 に 回 動 し 、 該 可 動  
操 作 体 の 前 後 方 向 の 回 動 に は 連 動 し な い よ う に 、 可 動 操 作 体 と 結 合 し て あ る こ と を 特 徴 と  
す る 請 求 項 １ 記 載 の 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 可 動 操 作 体 は 、 前 記 可 動 挟 持 体 よ り 重 量 を 重 く す る こ と に よ り 、 使 用 待 機 時 に は 該 可  
動 挟 持 体 は 外 側 方 向 に 拡 開 状 態 に な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 積 重 す る 箱 の 運 搬  
具 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 支 持 材 の 長 さ が 異 な る 前 記 可 動 挟 持 体 を 、 前 記 回 動 支 持 体 に 交 換 可 能 に 設 け る よ う に  
し た 請 求 項 １ 記 載 の 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 例 え ば 、 育 苗 箱 、 麺 箱 の よ う に 積 重 し た 状 態 で 保 管 し 、 運 搬 時 に は 複 数 段 に 積  
重 し た 状 態 の 箱 を 手 と 腕 で 持 っ て 効 率 的 に 、 か つ 安 全 に 運 搬 す る の に 好 適 な 積 重 す る 箱 の  
運 搬 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
例 え ば 、 苗 を 生 育 す る 育 苗 箱 は 、 苗 床 に 苗 を 移 植 す る 際 の 作 業 効 率 を 図 る た め に ３ ～ ４ 段  
の 複 数 段 に 重 ね て 運 搬 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 育 苗 箱 は 横 長 長 方 形 の 上 方 が 開 放 し た 合  
成 樹 脂 製 の 箱 体 で 、 上 側 縁 に フ ラ ン ジ を 形 成 し て 持 ち 易 い よ う に し て あ る 。 そ し て 、 指 先  
を 痛 め る こ と な く 効 率 的 に 運 搬 で き る よ う に 、 一 対 の 掛 け 具 を 箱 の 左 右 の フ ラ ン ジ 部 の 夫  
々 に 係 止 し て 持 ち 上 げ て 運 搬 し て い る が 、 各 掛 け 具 を フ ラ ン ジ に 係 着 し 、 逆 に 取 り 外 す に  
は 手 首 を 返 さ な け れ ば な ら な い の で 、 作 業 性 が 悪 い 、 手 首 に 負 担 が 係 る 、 安 定 性 と 安 全 性  
に 欠 け る 、 一 箱 毎 の 運 搬 な の で 効 率 が 悪 い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
そ こ で 、 育 苗 箱 を 積 重 し た 状 態 で 運 搬 す る 用 具 が 提 案 さ れ て い る 。 こ の 運 搬 用 具 は 、 取 手  
部 １ ４ を 上 部 に 有 す る 本 体 １ １ の 下 端 部 に 、 育 苗 箱 １ の フ ラ ン ジ 部 ２ に 係 止 す る 一 対 の 保  
持 爪 １ ５ を 形 成 し 、 本 体 １ １ の 中 間 部 に 積 層 体 の 最 上 段 の 育 苗 箱 １ の 上 面 に 当 接 す る 水 平  
な ガ イ ド 体 １ ６ を 取 付 け た 構 成 か ら な る も の で す （ 特 許 文 献 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
し か し 、 特 許 文 献 １ の 運 搬 用 具 は 、 育 苗 箱 １ の 左 右 両 端 に 本 体 １ １ 、 １ １ を 係 合 す る も の  
で 、 作 業 者 は 育 苗 箱 １ の 横 幅 ま で 腕 を 広 げ な け れ ば な ら ず 、 持 ち お 上 げ る 際 に 大 き な 力 を  
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出 せ な い 、 腕 に 掛 る 負 担 が 大 き い と い う 問 題 、 育 成 箱 １ の 段 数 に 対 応 す る ガ イ ド 体 １ ６ の  
調 製 が 面 倒 で あ る 、 運 搬 用 具 は 一 対 の 本 体 １ １ で 構 成 し て あ る の で 作 業 現 場 で 散 逸 す る 虞  
が あ る と い っ た 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
そ こ で 、 本 件 出 願 人 は 先 に 、 運 搬 す る 箱 の 長 さ 方 向 幅 に 対 応 す る 長 さ を 有 す る 枠 体 １ と 、  
該 枠 体 １ の 内 側 に 立 設 し た 左 右 一 対 の 持 ち 手 ３ 、 ３ と 、 枠 体 １ の 長 さ 方 向 両 端 に 回 動 可 能  
に 設 け た 可 動 係 合 体 ４ 、 ４ と か ら 構 成 し た 運 搬 具 を 考 案 し 、 実 用 新 案 登 録 を 取 得 し た （ 特  
許 文 献 ２ ） 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ６ ２ ７ ４ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ２ １ ５ ８ ９ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
上 述 し た 特 許 文 献 ２ の 先 行 技 術 は 、 積 重 す る 箱 を 安 全 に 、 効 率 よ く 、 選 択 し た 複 数 段 の 箱  
を 正 確 に 挟 持 し て 運 搬 す る こ と が で き 、 ま た 作 業 者 の 負 担 も 小 さ い と い う 幾 多 の 効 果 を 奏  
す る も の で あ る 。
し か し 、 箱 を 挟 持 す る 操 作 に 手 間 が 掛 る 、 高 い 位 置 に 積 重 す る 際 に 手 首 に 負 担 が 掛 る 、 軽  
量 化 が 望 ま れ る 、 と い っ た 未 解 決 の 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 は 上 述 し た 従 来 技 術 の 未 解 決 の 問 題 点 に 鑑 み な さ れ た も の で 、 積 重 し た 箱 を 両 側 か  
ら 挟 持 す る 操 作 性 及 び 運 搬 す る 操 作 性 に 優 れ て い る し 、 高 い 位 置 に 積 み 上 げ 、 積 み 下 す 際  
に 腕 と 手 首 を 痛 め る こ と も 無 く 、 ま た 軽 量 で あ る の で 身 体 へ の 負 担 も 軽 減 で き る と い っ た  
課 題 を 解 決 す る 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ １ ） 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る た め に 構 成 し た 本 願 発 明 の 手 段 は 、 運 搬 対 象 で あ る 箱 の 横  
幅 に 対 応 す る 横 方 向 長 さ を 有 し 、 最 上 段 に 位 置 す る 箱 の 上 側 押 え 材 に な る 四 角 形 の 枠 体 と  
、 該 枠 体 の 前 後 幅 の 中 間 に 位 置 し て 枠 体 の 横 幅 方 向 に 横 架 し た 支 持 軸 と 、 該 支 持 軸 の 両 端  
側 で 肩 幅 に 見 合 っ た 位 置 に 立 設 し 、 前 記 枠 体 の 前 後 方 向 に 回 動 可 能 な 左 右 一 対 の 持 ち 手 と  
、 前 記 枠 体 の 横 幅 方 向 両 端 に 回 動 可 能 に 設 け た 左 右 一 対 の 回 動 支 持 体 と 、 該 各 回 動 支 持 体  
に 基 端 側 が 軸 支 さ れ 、 前 記 持 ち 手 よ り 横 幅 方 向 内 側 に 位 置 さ せ て あ る 指 掛 け 部 は 上 下 方 向  
及 び 前 後 方 向 の 回 動 が 可 能 な 可 動 操 作 体 と 、 支 持 材 が 前 記 回 動 支 持 体 に 上 下 方 向 に 高 さ 調  
整 可 能 に 設 け ら れ 、 前 記 枠 体 の 下 方 に 伸 長 す る 該 支 持 材 の 下 端 が 内 向 き の 係 合 部 に な っ た  
可 動 挟 持 体 と か ら な る 。
（ ２ ） そ し て 、 前 記 左 右 一 対 の 持 ち 手 と 前 記 可 動 操 作 体 は 、 前 後 方 向 の 回 動 操 作 が 一 体 に  
可 能 で あ る と よ い 。
（ ３ ） ま た 、 前 記 可 動 操 作 体 の 腕 材 は 、 前 記 指 掛 け 部 の 引 き 揚 げ 時 に 前 記 持 ち 手 の 握 り 部  
に 当 接 す る 構 成 に す る と よ い 。
（ ４ ） ま た 、 前 記 可 動 挟 持 体 は 、 前 記 可 動 操 作 体 の 上 下 方 向 の 回 動 に 連 動 し て 横 方 向 に 回  
動 し 、 該 可 動 操 作 体 の 前 後 方 向 の 回 動 に は 連 動 し な い よ う に 、 可 動 操 作 体 と 結 合 し て あ る  
と よ い 。
（ ５ ） ま た 、 前 記 可 動 操 作 体 は 、 前 記 可 動 挟 持 体 よ り 重 量 を 重 く し 、 使 用 待 機 時 に は 該 可  
動 挟 持 体 は 外 側 方 向 に 拡 開 状 態 に す る と よ い 。
（ ６ ） 更 に 、 前 記 支 持 材 の 長 さ が 異 な る 前 記 可 動 挟 持 体 を 、 前 記 回 動 支 持 体 に 交 換 可 能 に  
設 け る よ う に す る と よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
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本 発 明 は 上 述 の 如 く 構 成 し た か ら 、 下 記 の 諸 効 果 を 奏 す る 。
（ １ ） 最 上 段 の 箱 の 上 側 は 枠 体 が 押 え 、 積 重 し た 最 下 段 の 箱 は 高 さ 調 整 を し た 可 動 挟 持 体  
の 係 合 部 が 係 着 す る こ と に よ り 、 積 重 し た 複 数 段 の 箱 を 容 易 に 、 ま た 確 実 に 挟 持 し て 運 搬  
す る こ と が で き る 。
（ ２ ） 左 右 の 持 ち 手 と 可 動 操 作 体 は 前 後 方 向 に 一 体 に 回 動 可 能 に 構 成 し た か ら 、 高 い 位 置  
に 箱 を 積 重 し 、 逆 に 積 み 下 ろ す 場 合 で も 、 手 首 に 負 担 を 掛 け る こ と が な い 。
（ ３ ） 可 動 挟 持 体 は 、 可 動 操 作 体 の 上 下 動 に 連 動 し て 横 方 向 に 回 動 し 、 前 後 動 に は 連 動 し  
な い よ う に 結 合 し た か ら 、 可 動 操 作 体 で 可 動 挟 持 を 所 定 方 向 に 一 体 に 操 作 で き 、 か つ 前 後  
方 向 に は 異 な る 操 作 を 可 能 に し た か ら 操 作 性 に 優 れ て い る 。
（ ４ ） 可 動 操 作 体 は 可 動 挟 持 体 よ り 重 量 を 重 く し 、 使 用 待 機 時 に は 可 動 挟 持 体 は 外 側 方 向  
に 拡 開 状 態 に す る こ と で 、 積 重 す る 箱 を 挟 持 す る 操 作 を 速 や か に 行 う こ と が で き る 。
（ ５ ） 可 動 操 作 体 の 腕 材 は 、 引 き 揚 げ 時 に は 持 ち 手 の 握 り 部 に 当 接 す る よ う に し た か ら 、  
持 ち 手 と 指 掛 け 部 を 一 体 に 引 上 げ る 操 作 時 に 指 を 挟 む 事 態 を 防 止 す る こ と が で き る 。
（ ６ ） 可 動 操 作 体 は 可 動 挟 持 体 よ り 重 量 を 重 く 設 定 し 、 使 用 待 機 時 に は 可 動 挟 持 体 は 外 側  
方 向 に 拡 開 す る 状 態 に し た か ら 、 可 動 操 作 体 を 引 上 げ る だ け で 可 動 挟 持 体 を 積 重 し た 箱 に  
速 や か に 係 合 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 積 重 す る 箱 の 運 搬 具 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 可 動 操 作 体 と 可 動 挟 持 体 の 動 作 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 最 上 段 の 箱 に 運 搬 具 を 当 接 し た 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 可 動 操 作 体 を 引 上 げ て 挟 持 し た 積 重 す る 箱 を 持 ち 上 げ る 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 持 ち 手 と 可 動 操 作 体 の 前 後 方 向 の 動 き を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 持 ち 手 と 可 動 操 作 体 が 手 前 前 方 に 回 動 す る 状 態 の 説 明 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 に 基 づ き 詳 述 す る 。 図 に お い て 、 ５ １ 、 ５ １ 、 ・ ・ ・ は  
合 成 樹 脂 製 の 育 苗 箱 １ （ 以 下 、 箱 ５ １ と 称 す る 。 ） を 示 し 、 該 各 箱 ５ １ は 上 方 が 開 放 し た  
横 長 四 角 形 の 箱 本 体 ５ １ Ａ と 、 該 箱 本 体 ５ １ Ａ の 上 端 外 縁 に 枠 状 に 形 成 し た フ ラ ン ジ ５ １  
Ｂ と 、 箱 本 体 ５ １ Ａ の 底 部 外 面 に 形 成 し た リ ブ ５ １ Ｃ と か ら 形 成 し て あ る 。
１ は 前 記 箱 ５ １ を 運 搬 し 、 ま た 積 重 す る た め の 運 搬 具 を 構 成 す る 金 属 製 の 枠 体 を 示 す 。 該  
枠 体 １ は 横 長 の 前 後 枠 材 １ Ａ 、 １ Ｂ と 、 該 前 後 枠 材 １ Ａ ， １ Ｂ の 両 端 に 連 結 し た 左 右 一 対  
の 横 枠 材 １ Ｃ 、 １ Ｃ と か ら 横 長 四 角 形 に 形 成 し て あ り 、 長 手 方 向 両 端 寄 り に 位 置 し て 前 後  
枠 材 １ Ａ 、 １ Ｂ 間 に 左 右 一 対 の 支 持 材 １ Ｄ 、 １ Ｄ が 架 設 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
２ は 前 記 左 右 一 対 の 支 持 材 １ Ｄ 、 １ Ｄ 間 に 横 架 し た 金 属 製 の 支 持 軸 で 、 該 支 持 軸 ２ は 枠 体  
１ の 前 後 幅 の 略 中 間 に 位 置 さ せ て 配 設 し て あ る 。 ３ 、 ３ は 作 業 者 の 平 均 的 肩 幅 に 見 合 う 間  
隔 で 支 持 軸 ２ の 両 端 側 に 、 前 後 方 向 に 回 動 可 能 に 設 け た 左 右 一 対 の 持 ち 手 を 示 す 。 該 各 持  
ち 手 ３ は 角 型 Ｕ 字 状 に 形 成 し 、 下 端 が 支 持 軸 ２ に 嵌 合 す る 受 け 材 ３ Ａ と 、 該 受 け 材 ３ Ａ の  
上 端 に 架 設 し た 握 り 部 ３ Ｂ と か ら 構 成 し て あ り 、 図 ６ に 示 す 矢 視 イ 、 ロ 方 向 の 前 後 方 向 に  
枠 体 １ の 前 後 枠 材 １ Ａ 、 １ Ｂ に 当 た る ま で 回 動 可 能 に 設 け て あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
４ 、 ４ は 枠 体 １ の 横 枠 材 １ Ｃ 、 １ Ｃ の 各 々 に 回 動 可 能 に 嵌 着 し た 回 動 支 持 体 を 示 す 。 ５ は  
該 回 動 支 持 体 ４ を 構 成 し 、 横 枠 材 １ Ｃ 、 １ Ｃ に 外 嵌 し た 可 動 筒 で 、 該 可 動 筒 ５ の 外 面 に 接  
線 方 向 に 略 四 角 形 の 基 板 ６ が 略 垂 直 の 状 態 で 固 着 し て あ り 、 基 板 ６ に は 上 下 に 軸 穴 ６ Ａ 、  
６ Ｂ が 夫 々 穿 設 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
７ は 該 基 板 ６ の 軸 穴 ６ Ｂ に 挿 着 し た 取 付 け ね じ ８ に よ り 前 後 方 向 に 回 動 可 能 に 設 け た 可 動  
操 作 体 を 示 す 。 該 可 動 操 作 体 ７ は 軸 穴 を 有 す る ボ ス ７ Ａ と 、 該 ボ ス ７ Ａ か ら 略 Ｙ 字 状 に 伸  
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長 し て 略 中 間 の 屈 曲 部 ７ Ｂ １ か ら 平 行 に 伸 長 し 、 該 屈 曲 部 ７ Ｂ １ よ り 先 端 側 ７ Ｂ ２ を 前 記  
持 ち 手 ３ の 受 け 材 ３ Ａ と 握 り 部 ３ Ｂ の 間 に 嵌 入 さ せ た 腕 材 ７ Ｂ と 、 持 ち 手 ３ よ り 横 方 向 内  
側 に 位 置 し て 該 腕 材 ７ Ｂ 、 ７ Ｂ の 先 端 に 架 設 し た 指 掛 け 部 ７ Ｃ と か ら 構 成 し て あ る 。
そ し て 、 可 動 操 作 体 ７ は 図 ３ に 示 す よ う に 、 回 動 支 持 体 ４ を 中 心 に 矢 示 ハ 、 ニ 方 向 の 上 下  
方 向 に 昇 降 可 能 で あ り 、 か つ 、 取 付 け ね じ ８ は 支 持 軸 ２ と 同 一 軸 線 上 に 位 置 さ せ て あ る の  
で 、 図 ６ に 示 す よ う に 可 動 操 作 体 ７ は 持 ち 手 ３ と 一 体 に 矢 視 イ 、 ロ 方 向 の 前 後 方 向 に 回 動  
可 能 に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
９ 、 ９ は 前 記 可 動 支 持 体 ４ に 連 結 し 、 枠 体 １ の 横 幅 方 向 両 端 に 配 設 し た 左 右 一 対 の 可 動 挟  
持 体 を 示 す 。 該 各 可 動 挟 持 体 ９ は 、 逆 Ｕ 字 状 の 支 持 材 １ ０ と 、 該 支 持 材 １ ０ の 下 端 に 内 向  
き 水 平 方 向 に 固 着 し た 帯 板 状 の 係 合 部 １ １ と 、 幅 方 向 両 端 側 が 内 向 き に 屈 曲 し た 平 面 視 で  
略 凵 字 状 の 板 材 か ら な り 、 支 持 材 １ ０ に 外 側 か ら 当 接 し て 締 着 ね じ １ ２ で 基 板 ６ に 螺 着 す  
る 押 え 板 １ ３ と か ら 構 成 し て あ る 。
そ し て 、 箱 ５ １ の フ ラ ン ジ ５ １ Ｂ の 裏 に 形 成 し て あ る 補 強 リ ブ は メ ー カ ー に よ っ て 長 さ が  
相 違 す る こ と か ら 、 係 合 部 １ １ に Ｖ 字 状 の 切 込 み を 形 成 し て あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
上 述 の 構 成 か ら な る 可 動 挟 持 体 ９ は 、 締 着 ね じ １ ２ を 緩 め て 係 合 部 １ １ の 上 下 方 向 の 高 さ  
位 置 を 調 整 し 、 締 着 ね じ １ ２ を 締 め る こ と で 、 運 搬 す る 積 重 し た 箱 ５ １ の 段 数 に 応 じ た 位  
置 に 係 合 部 １ １ を 設 定 す る こ と が で き る 。
ま た 、 可 動 操 作 体 ７ は 可 動 挟 持 体 ９ よ り 重 量 を 重 く す る こ と に よ り 、 使 用 待 機 時 に は 可 動  
挟 持 体 ９ は 図 ３ に 実 線 で 示 す 外 側 方 向 に 拡 開 し た 状 態 に な る の で 、 可 動 操 作 体 ７ を 引 上 げ  
る だ け で 積 重 し た 箱 ５ １ を 速 や か に 挟 持 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 箱 ５ １ に は サ イ ズ の 異 な る 種 々 の も の が あ る が 、 各 種 の 箱 ５ １ の 高 さ 寸 法 は 決 ま っ  
て い る の で 、 可 動 挟 持 体 ９ の 支 持 材 １ ０ に 目 盛 り を 形 成 し て お く こ と で 、 係 合 部 １ １ の 位  
置 設 定 を 容 易 に 、 速 や か に 行 う こ と が で き る 。
ま た 、 可 動 挟 持 体 ９ を 構 成 す る 支 持 材 １ ０ と 係 合 部 １ １ は サ イ ズ の 異 な る 複 数 種 を 用 意 し  
て お く こ と で 、 多 様 な 箱 ５ １ に 容 易 に 対 応 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 実 施 の 形 態 は 上 述 の 構 成 か ら な る も の で 、 次 に そ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
先 ず 、 運 搬 す る 最 上 段 の 箱 ５ １ の 上 に 枠 体 １ を 乗 せ 、 左 右 の 係 合 部 １ １ 、 １ １ が 積 重 す る  
最 下 段 の 箱 ５ １ の フ ラ ン ジ ５ Ｂ に 係 止 す る よ う に 支 持 材 １ ０ の 上 下 方 向 の 高 さ を 設 定 し 、  
押 え 板 １ ３ で 支 持 材 １ ０ を 基 板 ６ に 挟 ん だ 状 態 に し て 締 付 け ね じ １ ２ で 押 え 板 １ ３ を 締 着  
し て 固 定 す る こ と に よ り 、 係 合 部 １ １ の 高 さ 位 置 を 決 め る 。
そ し て 、 使 用 待 機 状 態 で は 可 動 挟 持 体 ９ は 図 ３ に 示 す 拡 開 し た 状 態 に あ る か ら 、 枠 体 １ を  
最 上 段 の 箱 ５ １ に 当 て た 状 態 に し て 可 動 操 作 体 ７ を 引 上 げ る と 、 可 動 挟 持 体 ９ が 矢 示 ホ 方  
向 に 回 動 し て 係 合 部 １ １ が 最 下 段 の 箱 ５ １ の フ ラ ン ジ ５ １ Ｂ に 係 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
一 方 の 持 ち 手 ３ と 可 動 操 作 体 ７ を 一 体 に 持 ち 上 げ て 可 動 挟 持 体 ９ を 積 重 し た 箱 ５ １ に 係 合  
す る こ と で 、 他 方 の 可 動 挟 持 体 ９ も 同 様 の 操 作 で 係 合 部 １ １ を 最 下 段 の 箱 ５ １ の フ ラ ン ジ  
５ １ Ｂ に 容 易 に 係 合 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 可 動 挟 持 体 ９ の 係 合 部 １ １ に は 下 向 き に  
箱 ５ １ の 重 量 が 掛 っ て お り 、 横 方 向 に 拡 開 す る こ と は な い か ら 、 持 ち 手 ３ を 持 っ た 状 態 だ  
け で 箱 ５ １ を 持 ち 上 げ 、 運 搬 す る こ と が で き る 。
ま た 、 運 搬 後 に 箱 ５ １ か ら 運 搬 具 を 外 す 場 合 も 、 可 動 操 作 体 ７ か ら 指 を 離 す だ け で 可 動 挟  
持 体 ９ が 開 き 、 係 合 部 １ １ が 外 方 に 回 転 し て フ ラ ン ジ ５ １ Ｂ か ら 簡 単 に 外 す こ と が で き る  
。
【 ０ ０ ２ １ 】
し か も 、 持 ち 手 ３ と 可 動 操 作 体 ７ は 前 後 方 向 に 一 体 に 回 動 可 能 で あ る か ら 、 作 業 者 が 腕 を  
高 く 上 げ て 積 重 す る 場 合 で も 、 図 ７ に 示 す よ う に 手 と 腕 を 手 前 に 引 き 寄 せ る こ と で 高 い 位  
置 に 持 ち 上 げ る こ と が で き る 。 こ の 際 、 腕 と 手 首 に 掛 る 負 担 を 小 さ く す る こ と が で き る か  
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ら 手 首 を 傷 め る こ と が な い 。
ま た 、 持 ち 手 ３ と 可 動 操 作 体 ７ を 手 前 に 引 き 込 め る こ と で 、 上 半 身 を 前 屈 み に す る こ と な  
く 箱 ５ １ を 持 ち 上 げ る こ と が で き る か ら 、 腰 へ の 負 担 も 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
な お 、 持 ち 手 ３ は 高 さ 方 向 に 長 く 、 可 動 操 作 体 ７ は 腕 材 ７ Ａ を 長 く 設 定 す る こ と に よ り 、  
床 面 の よ う な 低 い 位 置 で の 移 動 や 、 水 等 の 液 体 に 浸 す 状 態 の 時 で も 手 を 濡 ら す こ と な く 作  
業 が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
１       枠 体
２       支 持 軸
３       持 ち 手
３ Ｂ     握 り 部
５       回 動 支 持 体
７       可 動 操 作 体
７ Ｂ     腕 材
７ Ｃ     指 掛 け 部
９       可 動 挟 持 体
１ ０     支 持 材
１ １     係 合 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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